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会議の進行状況・顛末 

 

開 議  令和 ２年１２月２３日  午前９時３０分 

 

 西山教育長、開会を宣言する。 

  

  

 西山教育長の命により事務局、前回会議録（第１１回定例会）を朗読する。 

 

 西山教育長の命により塚本委員、渡邉委員 前回会議録に署名する。 

 

 

 教育長の報告  

 

 

西山教育長から、以下の報告がなされた。 

 

 １．長欠児童・生徒数について 

２．１２月蓮田市議会定例会の一般質問について 

３．蓮田市小・中学校「ケータイ・スマホ利用共同宣言」意見交換会について 

４．令和３年成人式について 

５．今後の教職員人事異動事務の日程について 

６．放射線量の測定値について 

７．その他 

 

各部長から、市議会一般質問の答弁内容について報告がなされた。 

  

 報告事項についての質疑  

 

飯野委員 蓮田駅西口のブランズシティ蓮田に入居する予定の児童・生徒数を把握されて

いますか。在籍することとなる学校側の体制は如何でしょうか。 

増田部長 現時点で把握している限りでは、児童・生徒数の変動は思っていたほどありま

せん。ただし、入居予定の乳児・幼児の人数に鑑みますと、数年後には学級数の増加に

対応しなければならなくなる可能性もあります。 

西山教育長 ブランズシティ蓮田に入居する児童・生徒数の増については、現時点では学

校側の体制を変える必要はなさそうですが、先日発表された小学校３５人以下学級につ

いては、今後、体制の調整が必要となりそうです。 

増田部長 国が発表した小学校３５人以下学級の実施は、５年間かけて毎年度１学年ずつ

３５人以下学級に移行するものです。令和３年度は小学２年生が対象学年となりますが、

埼玉県ではすでに先行して実施しているため影響はありません。令和４年度以降につい

ては、該当する学年の児童数見込み及び各小学校の教室数に鑑みますと、複数の学校に

課題があります。蓮田中央小は、児童数の見込みによれば学級数は増加せず、現状の教

室数でも対応可能です。しかし、現時点ですでに教室の余裕がありませんので、１学級

増加することがあれば既存の教室数では対応出来なくなります。蓮田南小は、現時点で

各学級の人数が多いため、３５人以下学級の実施に伴い学級数が増加する可能性が高い

です。しかし、現在空き教室が４教室ありますので、その範囲の学級数増であれば対応

可能です。 

飯野委員 教育現場は慢性的に人不足になっていますが、それを緩和出来る制度としてイ

ンターンシップ制度も考えられませんか。 

西山教育長 教員養成課程がある県内の大学から推薦された学生を現場に配置する制度が

あります。インターンシップを経験した学生は教員採用選考で有利になります。しかし、



教員養成課程の在籍人数自体が少ないためインターンシップの人数も少なく、人不足の

解決には至っていません。 

飯野委員 新型コロナウイルスの感染が続くなかで、教育実習生の受け入れが出来なかっ

たことはあるのでしょうか。 

西山教育長 感染拡大を理由にお断りしたことはありません。大規模改修工事を実施して

いる学校では受け入れが難しいため、他校での実習をお願いしたことはあります。 

渡邉委員 学校の教職員は消毒作業や健康観察とりまとめ等の負担が増えています。負担

を軽減するための人員配置が必要だと思いますが、現状と今後の計画は如何ですか。 

西山教育長 確かに感染症対策に伴う負担増は大きいです。本市ではスクール・サポート・

スタッフを配置し、消毒作業等その他業務の補助をしています。今年度は補助金により

各校に配置出来る財源が確保されましたが、来年度については財源の見通しが明るくあ

りません。しかし渡邉委員が心配されているように学校の負担は依然として大きいので、

なるべく多くの学校に配置出来るよう努めます。 

飯野委員 議会の報告が先ほどありましたが、そのなかに公共施設の採算の話がありまし

た。基本的に公共施設は収益を上げるものではないと思います。ただ、多少でも協力金

のような形で収入を得ることができれば、維持管理費の足しになるのではないでしょう

か。 

西山教育長 施設利用料による収益のみで費用対効果を判断するような考え方は、経済の

視点ではあまり採りません。例えば国指定史跡黒浜貝塚であれば、公園を訪れる人が市

内にもたらす経済効果や、公園による市の宣伝効果等も含めて判断すれば、費用対効果

は大きいものがあると考えております。徴収出来る使用料としては、維持・管理の費用

に充てるために徴収することは出来るかもしれませんが、飯野委員がおっしゃるように、

公共施設は基本的に収益を上げることを目的としておりませんので、実費を超えるよう

な負担を求めることはできないと思います。 

増田委員 以前の定例会で、Microsoft Teams の運用について説明があり、準備を進めて

いるとのことでしたが、現在の進捗状況を教えてください。 

西山教育長 Teamsは全校で利用可能となっております。今後タブレット端末も配布して

利用できるようにします。タブレットは児童・生徒及び教員に１台ずつ行き渡ります。

また、Wi－Fiも年度内に全校に導入されます。 

増田部長 大型映像投影装置は中学校に各１台と、小学校に６～９台配置する方向で準備

を進めています。 

塚本委員 児童・生徒にタブレットを渡すタイミングは授業で使用する時ですか。 

西山教育長 はい。現状では授業で使用するときに子供たちが学校の保管庫から取り出す

運用になります。将来的には家庭への持ち帰りも想定されますので、持ち帰り時の使用

要領について現在検討を進めているところです。端末を家庭に持ち帰れるようにすると、

教員は家庭用の課題を児童・生徒の端末に直接配信することも可能になります。懸念さ

れるのは有害情報へのアクセスですが、端末にはｉ-フィルターが入っていますので、フィ

ルターが解除されない限りはアクセスできないようになっています。 

飯野委員 先生は端末を利用した授業を準備するのが大変ですね。 

西山教育長 はい。とても大変です。ＧＩＧＡスクールという言葉は何か便利になるよう

にイメージされていますが、教員の立場からするとかなり負担になります。負担を軽減

するため、教育委員会では３年ほど前から、各学校の優れた授業の指導案を「蓮田市学

習指導案データベース」に集約して情報共有を図り、各教員が利用できるようにしてお

ります。一方、タブレットが導入されても従来の授業法が不要となるわけではなく、そ

の技量の維持・向上も要求されます。さらに働き方改革により勤務時間が限定されてい

くなかで、どのように日々の業務をしていくか非常に難しいところです。 

増田委員 著作物を送信する場合は著作権に留意しなければなりませんが、新型コロナウ

イルス感染症拡大が続いている状況下で特例的に無償だったと記憶しています。この特

例が終わった後に使用する場合は補償等が必要になるのでしょうか。また、補償等を教

育委員会で予算化することはできないのでしょうか。 



西山教育長 特例期間が終わった後に使用する場合は補償等が必要になります。あらかじ

め予算化しておくには、どの教材をどのくらい使用する予定なのか、かなり前もって見

込みを立てなければなりませんので、非常に難しいと思います。したがって、先生方に

は使用する教材が著作権に抵触しないか十分気をつけて使用していただく必要がありま

す。 

増田委員 先生方には研修等の機会に注意喚起が必要になりますね。 

西山教育長 はい。ＧＩＧＡスクールの事業は、ハード面はかなり進展しましたが、子供

たちや先生方がどのように使っていくか、利用・活用方法の確立が今後の課題です。 

増田委員 不登校児童・生徒への対応についてお聞きします。今までの報告のなかで、自

傷行為をした子供もいましたが、学校の教員だけで対応しているのでしょうか。担任ある

いは学校だけで対応するのは難しい部分もあります。学校以外の機関と連携出来ています

か。 

増田部長 医療機関や庁内の他課と連携して対応にあたっています。 

 

 

鈴木課長 議事に入る前にお諮りいたします。本日の議事に関しましては、非公開とする

案件はございませんので、報告第２６号から報告第２８号までは公開で行いたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 

全委員承認 

 

 議事  

 

西山教育長、報告第２６号「蓮田市就学援助実施要綱の一部を改正する要綱について」

を報告する。 

小林課長、朗読及び報告理由の趣旨説明を行う。 

 

西山教育長、報告第２７号「教育委員会所管に係る令和２年度蓮田市一般会計補正予算       

（第９号）について」を報告する。 

鈴木課長、朗読及び提案理由の趣旨説明を行う。 

 

各所管課長から詳細説明がなされた。 

 

西山教育長、報告第２８号「財産の取得について」を報告する。 

髙月課長、朗読及び提案理由の趣旨説明を行う。 

 

 

西山教育長の閉会宣言で第１２回定例会は閉会となった。 

 

 

閉議 午前１１時５９分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


